
第１問 地理的技能とその活用，および日本の自然環境と防災に関する次の問い

（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の図１中の地点ＡとＢは，後の表１における直行便のフライトスケジュー

ルに示された空港がある都市の位置を示している。ＡからＢへの正しい所要時

間を，後の�～�のうちから一つ選べ。なお，サマータイム制度は考慮しな

い。 １

Ａ
B日

付
変
更
線

a b

地点Ａは経線ａ，地点Ｂは経線ｂの時間帯にそれぞれ対応。経線と緯線は１５度間隔。

図 １

表 １

地点Ａの空港の出発日時（現地時間） 地点Ｂの空港の到着日時（現地時間）

１２月�日 １７時００分 １２月�日 �時５０分

航空会社の時刻表により作成。

� �時間１０分 � �時間５０分
� １１時間１０分 � １６時間５０分

旧 地 理 Ａ
	

解答番号 １ ～ ３０ �

�

―１２２― （２６１６―１２２）



問 ２ 次の図２中のア～エは，同じ山頂を目指した場合に考えられるいくつかの経

路を示したものである。それぞれの登山経路の特徴を説明した文として適当で

ないものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２

地理院地図により作成。

図 ２

� アは，山頂に向かって左の崖から落石を受ける危険のある経路である。

� イは，全体を通して谷に沿って進む経路である。

� ウは，尾根に沿って登りと下りを繰り返す経路である。

� エは，他の経路と比較して始点と山頂の比高が最も大きな経路である。

旧地理Ａ
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問 ３ 次の図３中のカ～クは，�月，�月，１２月のいずれかの月における日照時

間を示したものである。月とカ～クとの正しい組合せを，後の�～�のうちか

ら一つ選べ。 ３

９月 カ

キ ク

160　時間以上
120　～　160　時間
　80　～　120　時間
　80　時間未満

気象庁の資料により作成。

図 ３
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問 ４ 次の図４は，日本のある河川沿いの地域について，地表面の起伏を陰影によ

り表現したものである。図４に関することがらについて述べた文として適当で

ないものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ４

河川ｓの流下方向
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地理院地図により作成。

図 ４

� 河川ｓ沿いには，人工の堤防が築かれている場所がある。

� 河川ｓには，河川が伏流し，水無川となっている場所がある。

� Ｄの範囲には，丘陵地を人工的に改変した平坦地がみられる。

� Ｅの範囲には，河川ｓの侵食によって形成された崖がみられる。

旧地理Ａ
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問 ５ 次の図５は，日本のある海岸付近における，１９１６年と２０１９年に発行された

�万�千分の�地形図（原寸，一部改変）である。図５中の地点サ～ソのうち，

現在，液状化の発生する可能性が最も低い地点を，後の�～�のうちから一つ

選べ。 ５
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地点サ～ソは，左右の図で同じ地点を示す。

図 ５

� サ � シ � ス 	 セ � ソ
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問 ６ 次の図６は，日本のある河川の流域の地形と流路を示したものである。ま

た，図７中のタとチは，図６中の破線の範囲を中心に大雨が降った際の，地点

ＸとＹのいずれかにおける洪水の危険度＊の時間変化を示したものである。さ

らに，後の文章は，図６に関することがらについて述べたものであり，空欄ｚ

には右岸と左岸のいずれかが当てはまる。地点Ｘに該当する時間変化と空欄ｚ

に当てはまる語句との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから

一つ選べ。 ６
＊気象レーダーの実況値に基づいて予測した降水量などから求めた指標。

YYY

0 5　km

１時間当たり　30　mm　以上の
雨が降ったと考えられる範囲　

本流　

中流　中流　

XXX

支流　

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示す。
国土地理院の資料などにより作成。

図 ６
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非常に危険
警戒
注意

気象庁の資料により作成。

図 ７

河川本流の水位変化には，支流からの流入も大きく関わる。中流の地点から

Ｙの区間において，本流の右岸側と左岸側の支流を比べると，流域面積が大き

いのは（ ｚ ）側である。

� タ―右岸 � タ―左岸 � チ―右岸 � チ―左岸

旧地理Ａ

―１２７― （２６１６―１２７）



第２問 世界の生活・文化に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の写真１は，カンボジアのトンレサップ湖でみられる伝統的な漁村集落

を，渇水期（水位が低い時期）と浸水期（水位が高い時期）に同じ地点で撮影した

ものである。写真１に関することがらについて述べた文章中の下線部�～�の

うちから，適当でないものを一つ選べ。 ７

写真 １

この湖は，浸水期に水面が上昇し，湖の面積が渇水期の�倍以上になる。

渇水期には，広い空き地に，�砂ぼこりを避けるために柱を長くした高床

式住居の並ぶ集落景観がみられる。また，渇水期には，浸水期に繁殖した魚が

�湖の縮小にともなって狭い水域に集まるため，渇水期は漁業に適した時期

になる。

浸水期には，�空き地は水域になり，舟が主要な交通手段となる。村の共

同井戸は水没するため，�住居下まで浸水した湖水を飲料以外の生活用水に

使用する。

旧地理Ａ
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問 ２ 次の図１は，１９９９年と２０１５年の，いくつかの国・地域における人口千人当

たりのオートバイ保有台数と乗用車保有台数を示したものである。図１中の

�～�は，日本，インドネシア，カナダ，台湾のいずれかである。台湾に該当

するものを，図１中の�～�のうちから一つ選べ。 ８
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『世界自動車統計年報』などにより作成。

図 １

旧地理Ａ
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問 ３ 次の図２は，いくつかの国の首都における公立小学校のカレンダーを示した

ものであり，ア～ウは，オーストラリア，中国，フィンランドのいずれかであ

る。また，後の文Ａ～Ｃは，ア～ウのいずれかにおける長期休暇について述べ

たものである。ア～ウとＡ～Ｃとの組合せとして最も適当なものを，後の�～

�のうちから一つ選べ。 ９
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ア
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2　学期 2　学期 2　学期

2　学期 2　学期

3　学期 4　学期 1　学期

1　学期

1　学期

1　学期

外務省の資料などにより作成。

図 ２

Ａ 夏季の長期休暇中にクリスマスがある。

Ｂ 旧正月の時期に長期休暇になる。

Ｃ 短い夏における長期休暇を重視する。

� � � � � �

ア Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

イ Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ａ Ｂ

ウ Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ

問 ４ 次の図３は，いくつかの品目の年間供給量について，世界の上位１０か国・

地域の分布を示したものであり，カ～クは，カカオ，コーヒー，茶＊のいずれ

かである。品目とカ～クとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選

べ。 １０
＊マテ茶を含む。

旧地理Ａ
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中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含まない。統計年次は２０２０年。
FAOSTATにより作成。

図 ３
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問 ５ 世界には，各地の自然環境や文化に根ざした保存食がみられる。次の写真２

中の�～�は，後の図４中のａ～ｄのいずれかの地域でみられる特徴的な保存

食を撮影したものである。ｃでみられる保存食として最も適当なものを，写真

２中の�～�のうちから一つ選べ。 １１

さお

魚の尾びれを結び合わせて竿にかけ，天
日で干してつくる保存食。長期保存がで
き，軽くなるために運搬しやすくなる。

�

樹液を集めて煮つめ，水分を蒸発させる
ことでつくる保存食。様々な料理に甘味
料として使用される。

�

昼夜の温度差を利用し，凍結と乾燥を繰
り返してつくる根菜の保存食。この過程
で皮などに含まれる毒も除去できる。

�

野菜を香辛料とともに漬け，乳酸菌のは
たらきを利用してつくる保存食。厳冬期
の野菜不足を補う。

�

写真 ２

旧地理Ａ
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問 ６ 次の文サ～スは，図４中のＸ～Ｚのいずれかの地域における，農牧業に必要

な地下水の利用について述べたものである。Ｘ～Ｚとサ～スとの組合せとして

最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １２

サ 地下水が得られる場所と農地との間に多くの縦穴を掘り，横穴でつないだ
かんがい

地下水路を利用して灌漑し，農業が営まれてきた。

シ 地下水を大量にくみ上げ，スプリンクラーを使用して灌漑することで，輸

出作物を中心に生産する大規模農業が可能となった。
ひ あつ

ス 被圧地下水をくみ上げるために深く掘った井戸を利用し，牧畜業が発達し

てきた。

� � � � � �

Ｘ サ サ シ シ ス ス

Ｙ シ ス サ ス サ シ

Ｚ ス シ ス サ シ サ

旧地理Ａ

―１３３― （２６１６―１３３）



第３問 南アジアに関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の図１は，南アジアの地域を示したものであり，後の図２中の�～�は，
図１中の地点ア～エのいずれかにおける�か月単位の降水量を示したものであ
る。地点エに該当するものを，図２中の�～�のうちから一つ選べ。 １３
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『理科年表』により作成。

図 ２
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問 ２ 南アジアでは多様な宗教がみられる。次の表１は，いくつかの国における宗

教別の人口割合を示したものであり，Ａ～Ｃはスリランカ，ネパール，パキス

タンのいずれか，カとキはイスラーム（イスラム教）とヒンドゥー教のいずれか

である。ネパールとイスラームとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一

つ選べ。 １４

表 １

（単位：％）

カ 仏 教 キ キリスト教 その他

Ａ ８０．７ １０．３ ４．６ ０．５ ４．０

インド ７９．５ ０．８ １４．４ ２．５ ２．８

Ｂ １３．６ ６９．３ ９．８ ７．３ ０．０

Ｃ １．９ ０．０ ９６．４ １．６ ０．０

人口割合の合計が１００％にならないことがある。
統計年次は２０１０年。Pew Research Centerの資料により作成。

� � � � � �

ネパール Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

イスラーム カ キ カ キ カ キ

旧地理Ａ
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問 ３ 次の図３は，南アジアのある都市の衛星画像である。また，写真１中のサと

シは，図３中の範囲ＧとＨのいずれかで撮影されたものである。さらに，後の

文章は図３と写真１に関することがらについて述べたものである。空欄ｊに当

てはまる記号とｋに当てはまる語句との組合せとして最も適当なものを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 １５

Google Earthにより作成。

図 ３

サ

シ

写真 １

範囲Ｇで撮影されたものは（ ｊ ）である。範囲Ｈには，範囲Ｇと比べると

（ ｋ ）機能が集積している。

� � � �

ｊ サ サ シ シ

ｋ 行 政 商 業 行 政 商 業

旧地理Ａ
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問 ４ 次の図４は，インドの主な州＊における人口を示したものである。また，図

５は，インドの�人当たり州内総生産の全国平均を１００としたときの州別の値

と，インド国内の各州から首都デリーへの人口移動数＊＊を示したものである。

図４と図５に関することがらについて述べた文として適当でないものを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 １６
とうしよ

＊未確定国境を含んだ州，連邦直轄地及び島嶼部は除く。
＊＊デリーでの居住期間が１０年未満のもの。

50　万人以上
5～50　万人

デリー

1～5　万人未満

50　未満

150　以上

１人当たり州内総
生産の全国平均を
100　としたときの値

100～150
50～100

デリーへの
人口移動数

北インド北インド

南インド 南インド

500　km0 500　km0

20
千万人

5
2

統計年次は２０１１年。
インド政府の資料により作成。

図 ４

移動数は�万人以上のものを示す。統計年次
は２０１１年。インド政府の資料により作成。

図 ５

� �人当たり州内総生産が大きい州ほど，州の人口が大きい。

� 北インドの方が，南インドよりも州間の経済格差が大きい。

� デリーへの人口移動数が５０万人以上の州は，経済発展が遅れている。

� 国内におけるデリーへの人口移動が生じる要因として，デリーにおける豊

富な就業機会があげられる。

旧地理Ａ
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問 ５ 次の図６は，南アジアのいくつかの国における製造業の業種別出荷額割合を

示したものである。また，後の図７は，これらの国における�人当たり二酸化

炭素排出量の推移を示したものである。図６中のＰとＱ，および図７中の凡例

タとチは，インドとバングラデシュのいずれかである。バングラデシュに該当

する記号の正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １７
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統計年次は２０１８年。UNIDOの資料により作成。

図 ６
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Our World in Dataの資料により作成。

図 ７

� � � �
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問 ６ インドでは，衛生環境の改善に向けた取組みがみられる。次の図８は，イン

ドの都市部と農村部における，衛生的なトイレの利用率＊の推移を示したもの

である。また，写真２は，インドの都市部に設置された公衆トイレを撮影した

ものである。図８と写真２に関することがらについて述べた文章中の下線部

�～�のうちから，適当でないものを一つ選べ。 １８
＊他の世帯と共有されていない衛生設備を利用している人口の割合。

都市部 農村部
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80

100
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％

World Development Indicatorsにより作成。

図 ８ 写真 ２

インドにおいて，衛生的なトイレの利用率が低い要因として，�宗教的な

点から不浄の観念が存在し，戸内へのトイレ設置が忌避されることや，上下水

道の整備が不十分であることがあげられる。

衛生環境の改善を図るため，インド政府や NGOなどによって，衛生的なト

イレの利用促進事業が進められた。２０００年から２０２０年の間に，�都市部より

も農村部で，衛生的なトイレの利用率は大幅に改善した。このような事業は，

�インド全国における過剰な人口増加の抑制に貢献する。

また，インドでは女性用のトイレが比較的少なく，女性が利用できる公衆ト

イレの設置事業が進められてきた。写真２のような公衆トイレの設置は，

�男女間における生活行動上の制約の格差是正に寄与する。

旧地理Ａ
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ひん

第４問 シュンさんたちは，地球上の生物が様々な要因によって危機に瀕している

ことに関心をもち，地球環境の変化が生物に及ぼす影響について探究した。この探

究に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

き ぐ

問 １ 最初にシュンさんは，絶滅が危惧される動物の統計を調べた。次の表１は，

いくつかの国における絶滅が危惧される哺乳類の種数と，そのうちの固有種＊

の種数を示したものであり，Ａ～Ｃはインドネシア，オーストラリア，オラン

ダのいずれかである。また，後の文ア～ウは，表１中のＡ～Ｃのいずれかの国

の特徴について述べたものである。Ａ～Ｃとア～ウとの組合せとして最も適当

なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １９
＊一つの国にしか生息しない種。

表 １

絶滅が危惧される哺乳類の種数

全 種 数 うち固有種の種数

Ａ ２１２ １３１

Ｂ ６９ ５７

Ｃ ４ ０

統計年次は２０２３年。国際自然保護連合の資料により作成。

ア 国土に広く分布している熱帯雨林の開発が進行中である。

イ 国土のほとんどが農地や市街地としてすでに開発されている。

ウ 国土は孤立した大陸からなり，独特な生態系がみられる。

� � � � � �

Ａ ア ア イ イ ウ ウ

Ｂ イ ウ ア ウ ア イ

Ｃ ウ イ ウ ア イ ア
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問 ２ カナさんは，東南アジアにおいて野生動物の生息域が縮小した原因の一つに
森林伐採があげられていることを知り，森林の変化について調べた。次の資料
１中の図は，東南アジアのいくつかの国における地形を示したものであり，表
は１９９０年と２０２０年の自然林と人工林の陸地面積に占める割合を示したもので
ある。表中のＥとＦは自然林と人工林のいずれか，カとキはタイとラオスのい
ずれかである。自然林とタイとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ
選べ。 ２０

資料 １

カンボジア

ラオス

ベトナム

タイ

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示す。

（単位：％）

Ｅ Ｆ

１９９０年 ２０２０年 １９９０年 ２０２０年

カ ７．０ ７．７ ７０．４ ６４．２

キ ３．４ ６．９ ３４．５ ３２．０

ベトナム ２．３ １３．９ ２６．５ ３２．８

カンボジア ０．４ ３．４ ６２．０ ４２．３

FAOSTATなどにより作成。

� � � �

自然林 Ｅ Ｅ Ｆ Ｆ

タ イ カ キ カ キ
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問 ３ シュンさんたちは，太平洋クロマグロが，かつて絶滅危惧種に指定されてい

たことに関心をもち，水産資源の問題について話し合った。次の図１は，太平

洋クロマグロについて，１９７５年から２０２０年にかけての世界全体と日本の漁獲

量の推移を示したものである。また，表２は，２０２２年の日本におけるクロマ

グロの供給量の内訳を示したものである。図１と表２をもとにシュンさんたち

が話し合った会話文中の下線部�～�のうちから，誤りを含むものを一つ選

べ。 ２１

1975 80
0

10

20

30

40

85 90 95 2000 05 10 15 20 年

千トン

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量

世界全体

日本

FAOSTATにより作成。

図 １

表 ２

（単位：千トン）

漁
獲
量

太平洋クロマグロ １０．１
大西洋クロマグロ ３．５

養殖生産量 ２０．５

輸
入
量

ヨーロッパから １４．４
北アフリカから ５．１
西アジアから ５．１
北・中央アメリカから ２．０
その他の地域から １．０

統計年次は２０２２年。
水産庁の資料などにより作成。

シュン 「野生生物は，自然現象や人為的な環境破壊によって個体数を減らすこと

があるね。�クロマグロの場合，食用としての乱獲が大きな要因と考え

られるね」

ア ヤ 「クロマグロは，日本での消費が多い高級魚だね。クロマグロには，太平

洋の北半球の海流に沿って生息する太平洋クロマグロと，北大西洋や地中

海，黒海に生息する大西洋クロマグロがあるよ」

カ ナ 「図１をみると，日本の太平洋クロマグロの漁獲量は，現在では１９８０年代

のピーク時の�分の�以下に減少したね。その背景には，�関係する沿

岸国による資源管理が行われてきたことがあるね」

旧地理Ａ
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ヒ ロ 「漁獲量が減少しても，輸入によって国内に安定的に供給されていたよ。

表２を見ると，日本は大西洋クロマグロも獲っているんだね。また輸入量

では，�大西洋クロマグロよりも，太平洋クロマグロのほうが多いね」

カ ナ 「２０００年頃から，いくつかの国でクロマグロの養殖が始まったよ。それ

は，生育途上の未成魚を大量に捕まえて養殖をする畜養だったね」

シュン 「近年，日本で養殖魚の卵から育てる完全養殖に成功し，その生産量が増

加しているよ。�完全養殖の成功は，天然資源の保護に貢献するね」

問 ４ アヤさんは，地球上の様々な生物が気候変動の影響を受けていることを知

り，世界各国の二酸化炭素の排出について調べた。次の表３は，いくつかの国

における二酸化炭素排出量と，化石燃料による発電量の割合を示したものであ

り，�～�は，アメリカ合衆国，韓国，中国＊，フランスのいずれかである。

韓国に該当するものを，表３中の�～�のうちから一つ選べ。 ２２
＊台湾，ホンコン，マカオを含まない。

表 ３

二酸化炭素排出量
（百万トン）

化石燃料による
発電量の割合（％）

２０００年 ２０１８年 ２０００年 ２０１８年

� ６，０１６ ５，３７７ ７１．６ ６３．９

� ３，６４４ １０，３５４ ８２．１ ６９．９

� ４４０ ６７０ ６０．８ ７２．８

� ４０７ ３２３ ９．３ ８．１

Global Carbon Atlasなどにより作成。
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問 ５ ヒロさんは，身近な湿地＊が鳥類の生息の場になっていることを知り，日本
各地の湿地について調べた。次の資料２中のＪ～Ｌは，日本のいくつかの湿地
とその周辺地域について，陰影をつけて地形の起伏を表現した地図と上空から
撮影した写真を示したものである。また，後の文章サ～スは，Ｊ～Ｌのいずれ
かにおける課題と保全の取組みについて説明したものである。Ｊ～Ｌとサ～ス
との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。
２３

＊沼沢地，湿原，泥炭地または水域，および水深が�mを超えない海域。

J

資料　２

K

L

河川・水路 保全対象となる湿地

2　km0

2　km0

2　km0

地図の向きと写真の撮影方向は異なる場合がある。国土数値情報などにより作成。
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サ 湿地を取り囲むように都市開発が進み，河川からの廃棄物の流入や不法投

棄がみられた。周辺住民による清掃活動が行われている。

シ 地形の改変が少ない場所であり，観光と保全の両立が進められている。水

面の上昇が湿地に及ぼす影響が懸念されている。

ス 地形や土地利用の制約により，渡り鳥が一部の範囲に集中している。冬季

に水田に水を張り，鳥のための環境づくりが進められている。

� � � � � �

Ｊ サ サ シ シ ス ス

Ｋ シ ス サ ス サ シ

Ｌ ス シ ス サ シ サ

問 ６ 最後にシュンさんたちは，生物保護や環境保全を目的とした国際的な取組み

に着目した。次の表４は，いくつかの地球的課題について，国際的な結びつき

の中で進められている取組みを，シュンさんたちがまとめたものである。地球

的課題に対する取組みとしては適当でないものを，表４中の�～�のうちから

一つ選べ。 ２４

表 ４

地球的課題 取組み

絶滅が危惧されて

いる動物の保護

� 野生の動植物の取引を規制する条約に調印して，

動植物の違法な売買を取り締まる活動を強化する。

持続的漁業のため

の水産資源の回復

� 排他的経済水域内における漁業を規制し，公海で

の漁業を推進する。

地球温暖化の緩和
� 温室効果ガス排出量の数値目標に従い，再生可能

エネルギーの利用割合を高める。

湿地における生態

系の保全

� 乱開発を抑制する条例を制定し，湿地の保全を進

め，湿地保全に関する条約登録湿地とする。

旧地理Ａ
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くつ ち やん

第５問 高校生のミウさんたちは，修学旅行の機会を利用して北海道の倶知安町，
らんこし

ニセコ町，蘭越町からなるニセコ地区で地域調査を行った。次の図１を見て，この

地域調査に関する後の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

10　km0

水田

旭川市

釧路市

倶知安町倶知安町

羊蹄山羊蹄山

ニセコ町ニセコ町

蘭越町蘭越町

森林・荒地
町境
主な河川

湖沼など
建物など
畑・草地など

ニセコ地区

国土数値情報などにより作成。

図 １

問 １ ミウさんたちは，ニセコ地区の気候の特徴を理解するため，北海道内の他の

都市の気候と比較した。次の図２は，図１中のいくつかの市町における雨温図
あさひかわ くし ろ

であり，ア～ウは倶知安町，旭 川市，釧路市のいずれかである。市町名と

ア～ウとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２５

30
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ア

気象庁の資料により作成。

図 ２
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� � � � � �

倶知安町 ア ア イ イ ウ ウ

旭川市 イ ウ ア ウ ア イ

釧路市 ウ イ ウ ア イ ア

問 ２ ミウさんたちは，ニセコ地区の各町における農業の特色が，図１のメッシュ

で示した土地利用と関係していることに気づいた。次の図３は，ニセコ地区の

各町の農畜産物別産出額を示したものであり，カ～クは，倶知安町，ニセコ

町，蘭越町のいずれかである。町名とカ～クとの正しい組合せを，後の�～�

のうちから一つ選べ。 ２６

0 10 20 30 40 億円

カ

キ

ク

米
イモ類
野菜
生乳・乳製品
その他

統計年次は２０２１年。農林水産省の資料により作成。

図 ３

� � � � � �

倶知安町 カ カ キ キ ク ク

ニセコ町 キ ク カ ク カ キ

蘭越町 ク キ ク カ キ カ
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問 ３ ニセコ地区でスキーを体験したミウさんたちは，スキー場で撮影した写真や

先生が撮影した写真をもとに，ニセコ地区の地形や歴史について考えた。次の

図４は，後の図５中のＡ～Ｄのそれぞれの地形を拡大して示したものである。

また，後の写真１中のａ～ｄは，それぞれ図４中の地点ａ～ｄで撮影したもの

である。図４と図５，および写真１を見て，ミウさんたちが話し合った会話文

中の下線部�～�のうちから，誤りを含むものを一つ選べ。 ２７

500　m0 500　m0

500　m0 500　m0

C

A B

D

aaa

bbb

ddd

ccc

地理院地図などにより作成。

図 ４
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倶知安駅倶知安駅

羊蹄山羊蹄山

蘭越駅蘭越駅尻別川尻別川

比羅夫駅比羅夫駅
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川

昆布駅昆布駅

ニセコ駅ニセコ駅

ニセコアンヌプリニセコアンヌプリ

0 5　km

地理院地図などにより作成。

図 ５

a b dc

写真 １

ようていざん

先 生 「羊蹄山やニセコアンヌプリを含め，この一帯には火山がみられます」

ミ ウ 「地点ａから見える丘は，上部が広い緩斜面だね。図４と図５の地図を見

ると，�この地形は溶岩が流れてできたということがわかるね」

カノア 「�スキー場の地点ｂは尾根上に位置しているね。また，晴れていればス

キーをしながら羊蹄山を見ることができるんじゃないかな」

先 生 「ドローンからの写真では，自然や歴史，人の暮らしの関係が読み取れま

す」

ヨシト 「地点ｃから見える道路網は，北海道における�計画的な開拓の歴史が反

映されたものだね」

サ ラ 「地点ｄから見ると，住居が点在し，蛇行したように木々が連なっている

ね。�これらの木々は，住居を風から守るために植えられたのかな」

旧地理Ａ
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t

問 ４ ミウさんたちは，外国人観光客の来訪による地域への影響を話し合った。次

の図６は，訪日外国人の空間利用人数＊をメッシュ単位で示したものである。

また，後の写真２中のｓとｔは，図６中の範囲ＦとＧのいずれかで撮影したも

のである。会話文中の空欄ｘにはＦとＧのいずれか，空欄ｙには後の文サ～ス

のいずれかが当てはまる。空欄ｘとｙに当てはまる記号と文との組合せとして

最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２８
＊スマートフォンなどの位置情報をもとに，各メッシュに�時間以上滞在した人の数を
日別に集計した数値。

倶知安駅倶知安駅
尻別川
尻別川ニセコアンヌプリニセコアンヌプリ

比羅夫駅比羅夫駅
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ニセコ駅ニセコ駅
昆布駅昆布駅

蘭越駅蘭越駅
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訪日外国人の空間利用人数
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F F 

GGG
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ニセコ町ニセコ町

蘭越町蘭越町

倶知安町倶知安町

データは２０１７年�月からの�年間。RESAS（地域経済分析システム）などにより作成。

図 ６

s

写真 ２
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ミ ウ 「図６をみると，ニセコ地区には外国人観光客が様々な場所を訪れている

ことがわかるね」

ヨシト 「範囲（ ｘ ）には写真２のｔのように，外国人が多く利用する宿泊施設

がみられたね」

カノア 「これらの宿泊施設は，外国資本によって開発されたものが多いらしいよ」

ヨシト 「周りにも英語で書かれた看板が多くて，外国のようだったね」

ミ ウ 「そういえば，このあたりで食べたラーメンは�杯３，０００円もしたよ。

様々なものの料金に影響が出ているかもしれないね」

サ ラ 「インターネットで�月の宿泊料金を調べると，範囲（ ｘ ）にある宿泊

施設は，もう一方の範囲の宿泊施設と比較して軒並み高いね」

ミ ウ 「�部屋�泊１０万円を超えているものもあるね。それでも満室になってい

る宿泊施設も多いね」

サ ラ 「（ ｙ ）」

カノア 「ニセコ地区の観光をもっと調べる必要がありそうだね」

（ ｙ ）に当てはまる文

サ 宿泊施設での雇用が増加しても，他の産業への波及効果はないだろうね

シ 宿泊施設の周辺では，観光による利益を見込んで，土地の価格が上昇する

だろうね

ス すでに宿泊施設が十分に立地しているから，新たに宿泊施設が建設される

ことはないだろうね

� � � � � �

ｘ Ｆ Ｆ Ｆ Ｇ Ｇ Ｇ

ｙ サ シ ス サ シ ス
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問 ５ ミウさんたちは，ニセコ地区における観光客数について調べた。次の図７中

のタとチは，外国人と日本人のいずれかについて，各町の２０１２年から２０２２年

にかけての，延べ宿泊者数の推移を示したものである。また，後の図８中のＰ

とＱは，外国人と日本人のいずれかについて，ニセコ地区の２０１９年における

延べ宿泊者数の月別割合を示したものである。外国人延べ宿泊者数の推移と，

外国人延べ宿泊者数の月別割合との組合せとして最も適当なものを，後の�～

�のうちから一つ選べ。 ２９
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問 ６ ミウさんたちは，ニセコ地区の観光に対する住民意見にもとづき，今後の地

域の目指す方向性を議論した。次の資料１は，修学旅行中に実施した聞き取り

調査で得られた住民意見の例をもとに，それらに対応する施策案と，施策の効

果を評価するための指標案をまとめたものである。住民意見に対応する施策案

と指標案としては適当でないものを，資料１中の�～�のうちから一つ選べ。

３０

資料　１

【住民意見の例】 【施策案】 【指標案】

住民が賛同しない
観光開発により

自然や景観が壊れる

開発業者に
対する
住民説明会
の開催要求

住民説明会
の開催回数と
参加者数

観光客の増加により
地域内の交通に
支障が出る

観光客に地域の
じゃがいも，米，乳製品
を売り込みたい

観光産業で働く
外国人を地域に
受け入れたい

需要の季節的な
偏りに対応した
事業者の誘致

地元産農産物の
加工・販売
に対する補助

各国の文化や
言語を学べる
場の創出

地域内交通の
キャッシュレス

化率

地域産品の
売上額

住民の各国
への親しみ度
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